
　決勝戦は、４月に行われた藤井高野杯決勝と同じ、山形中央（以下、山中）と酒田南（以下、酒南）の
一戦となった。
　スターティングメンバーは、山中＃１、＃９、＃１６、＃２７、＃３９、酒南＃８、＃００、＃７５、＃８２、＃
２２

１Q
山中はマンツーマンディフェンス、酒南は２−３のゾーンディフェンスでスタート。開始２０秒山中＃９のス
リーポイントシュートでスコアが動いた。その後山中がフリースローを獲得し、流れは山中かと思われた
が、酒南は＃２２の高さを活かしたオフェンスから得点を奪う。酒南＃００、山中＃９が互いにスリーポ
イントを決める。山中はディフェンスからの速攻で得点を重ねる。それに対し酒南は我慢の時間が続く
ものの、＃２２の高さを活かして食らいつく。酒南は＃００の連続得点で２点差まで追い上げる。２１ー１
９、山中リードで終了。

２Q
開始早々、山中＃２７がドライブからレイアップを決めるが、すぐさま酒南＃７５が見事な合わせから
シュートを決める。一進一退の攻防が続いたが、酒南が高さを活かした攻撃で２３−２３と同点に追いつ
く。そこから山中は、＃９の連続スティールで突き放しにかかる。酒南は、＃７５の連続得点で食らいつ
く。ラストは山中＃１６のブザービータースリーポイントが決まり、３６ー３１で前半戦を折り返す。

３Q
後半開始早々、酒南＃２２のシュートでスコアが動く。酒南は高さを生かした攻撃と２−３のゾーンディ
フェンスがハマり、後半開始３分逆転に成功。その後は山中の個人技と酒南の高さを活かしたチーム
戦術でお互い譲らない展開を見せる。山中＃９と＃３９による３連続スリーポイントシュートが決まり、酒
南たまらずタイムアウト。タイムアウト明け、酒南は激しいディフェンスから流れを掴み、点差を縮める。
５０ー４５、山中リードで終了。

４Q
酒南＃２２の連続得点、＃００の２連続スリーポイントでスタートから酒南が流れを掴みかけるも、山中
＃９も負けじとスリーポイントを決め返す。４Q残り７分、５５−５５で試合は振り出しに戻る。その後は互
いに一歩も譲らない攻防を見せるも、酒南＃７５と＃００の連続シュートが決まり、スコアは５５−６０、山
中たまらずタイムアウト。その後は一進一退の攻防が続き、試合時間残り１分３０秒、酒南＃２２のフ
リースローが決まりスコアは６４−６５で酒南一歩リード。その後、山中は果敢に攻めるも酒南が値千金
のスティールを決め、山中万事休す。６４－６７で試合終了。酒田南が悲願のインターハイ初出場を決
めた。最後まで熱い戦いを繰り広げた両チームに拍手を送りたい。
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